
46アジ研ワールド・トレンドNo.231（2015. 1）

●
は
じ
め
に

二
〇
一
四
年
六
月
、
タ
イ
で
働
く
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
の
う
ち
約
二
五
万
人
が
一

カ
月
足
ら
ず
の
あ
い
だ
に
い
っ
せ
い
に

帰
国
の
途
に
つ
く
と
い
う
、
前
代
未
聞

の
「
大
脱
出
」
事
件
が
起
き
た
。
当
時
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は
約
四
〇
万
人
が
働
い

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
の
半
分
以
上
が
帰
国
し
た
と
い
う
異

常
事
態
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
四
年
五
月
二
二
日
に
タ
イ
で

ク
ー
デ
タ
が
起
き
た
後
、
不
法
滞
在
者

の
一
斉
摘
発
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
噂
が
労
働
者
の
あ
い
だ
で
広
ま
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
散
発
的
に
行
わ
れ
て
い

た
取
締
り
の
な
か
で
の
衝
突
・
暴
力
の

情
報
が
錯
綜
し
、
さ
ら
に
カ
ン
ボ
ジ
ア

と
タ
イ
の
二
国
間
関
係
に
起
因
す
る
相

互
不
信
を
背
景
に
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
人

労
働
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
タ
イ

軍
の
兵
士
に
暴
行
・
殺
害
さ
れ
る
よ
う

な
事
件
が
起
き
て
い
る
」と
い
う
歪
曲
・

誇
張
さ
れ
た
噂
が
広
ま
り
、
パ
ニ
ッ
ク

状
況
に
陥
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
タ
イ

国
内
に
い
る
労
働
者
の
な
か
に
は
冷
静

に
構
え
て
い
た
者
た
ち
も
い
た
が
、
と

く
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
で
こ
の
「
噂
」

は
広
く
共
有
さ
れ
、
不
安
を
覚
え
た
家

族
は
労
働
者
た
ち
に
早
期
の
帰
国
を
促

し
た
。

本
稿
で
は
、
二
〇
一
四
年
六
月
に
お

き
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
労
働
者
の
「
大
脱

出
」
す
な
わ
ち
大
量
帰
国
事
件
の
経
緯

と
背
景
、
こ
の
事
件
へ
の
対
応
策
を
振

り
返
り
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
時
点
で

の
情
勢
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
見
通
し
を
検
討
し
た
い
。

●
二
〇
一
四
年
六
月
に
何
が
起
き

た
の
か

二
〇
一
四
年
六
月
、
タ
イ
の
ク
ー
デ

タ
後
に
実
権
を
握
っ
た
国
家
平
和
秩
序

評
議
会
（
Ｎ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
）
は
、
タ
イ
国
内

に
三
〇
〇
万
人
以
上
い
る
と
い
わ
れ
る

隣
国
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｌ
Ｍ
）
出
身
外

国
人
労
働
者
の
管
理
を
強
化
す
る
動
き

を
具
体
化
さ
せ
始
め
た
。
六
月
一
〇
日

に
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
管
理
政
策

委
員
会
」（
布
告
六
〇
号
）
お
よ
び
「
外

国
人
労
働
者
問
題
管
理
連
絡
調
整
小
委

員
会
」（
布
告
六
一
号
）
を
設
置
し
て
、

外
国
人
労
働
者
の
管
理
強
化
の
姿
勢
を

明
確
に
し
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
主

は
、
雇
用
し
て
い
る
人
た
ち
の
名
前
の

リ
ス
ト
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
。

こ
の
動
き
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
労
働

者
の
み
を
対
象
に
し
た
も
の
で
は
な

く
、
同
じ
く
隣
国
か
ら
大
量
に
不
法
に

入
国
・
就
労
し
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

や
ラ
オ
ス
人
の
労
働
者
も
対
象
に
し
て

い
た
。
六
月
初
頭
に
相
次
い
で
Ｃ
Ｌ
Ｍ

出
身
労
働
者
の
不
法
滞
在
者
の
逮
捕
報

道
が
み
ら
れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が
大
量

に
帰
国
し
て
い
た
頃
、
ラ
オ
ス
人
や
ミ

ャ
ン
マ
ー
人
も
一
時
的
に
退
避
・
避
難

を
し
て
い
た
例
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ

ほ
ど
目
立
つ
人
数
で
は
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
一
連
の
取
締
り
の
な
か
で
、
程

度
は
不
明
で
あ
る
が
な
ん
ら
か
の
暴
力

と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
手
荒
な
行
為
も

あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。
ま
た
、
チ
ョ
ン

ブ
リ
ー
県
や
チ
ャ
チ
ュ
ン
サ
オ
県
で
は

帰
国
途
中
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
労
働
者
が

死
亡
す
る
交
通
事
故
が
発
生
す
る
な
ど

の
悲
劇
も
生
じ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、

「
一
斉
摘
発
」
の
噂
に
加
え
、「
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
労
働
者
へ
の
暴
行
・
殺
害
」
の

噂
が
広
ま
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
労
働
者

は
国
境
に
殺
到
し
た
。
Ｎ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
も
、

当
初
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
労
働
者
の
帰
国

は
自
発
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う

立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、
ピ
ー
ク
時

現
地

リポ ートタ
イ
の
外
国
人
労
働
者
管
理
政
策

　
　

―
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
労
働
者
の

　
　
　
　
　
　
「
大
脱
出
」
と
そ
の
対
応
―

初
鹿
野 

直
美

アランヤプラテート駅にて点呼をうけカンボジアへの移送を待つ帰国労働
者たち（筆者撮影、2014 年 6 月）
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タイの外国人労働者管理政策 ―カンボジア人労働者の「大脱出」とその対応―

れ
て
い
た
と
い
う
。
な
お
カ
ン
ボ
ジ
ア

人
労
働
者
が
多
く
働
い
て
い
る
ラ
ヨ
ー

ン
県
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
と
、「
ラ
ヨ
ー
ン
県
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
労
働
者
は
、
例
年
よ
り

も
少
し
帰
国
人
数
が
多
か
っ
た
が
、
報

道
さ
れ
た
ほ
ど
の
大
量
帰
国
で
は
な
か

っ
た
と
思
う
」「
労
働
者
本
人
た
ち
は

冷
静
で
あ
っ
て
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
い

る
家
族
が
心
配
を
し
て
帰
国
を
促
す
ケ

ー
ス
が
あ
っ
た
よ
う
だ
」
と
話
し
て
い

る
（
二
〇
一
四
年
九
月
二
〇
日
聞
き
取

り
）。

●
Ｃ
Ｌ
Ｍ
出
身
移
民
労
働
者
を
管

理
す
る
仕
組
み

摘
発
の
噂
に
怯
え
る
不
法
滞
在
・
不

法
就
労
の
労
働
者
た
ち
を
生
み
出
し
た

Ｃ
Ｌ
Ｍ
諸
国
か
ら
の
移
民
労
働
者
の
管

理
の
制
度
概
況
を
ま
と
め
て
お
き
た
い

（
参
考
文
献
①
、
表
２
）。
Ｃ
Ｌ
Ｍ
労
働

者
た
ち
は
、
出
身
国
の
渡
航
証
明
文
書

（
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）、
タ
イ
政
府
が
発

行
し
た
滞
在
許
可
証
（
査
証
）、
労
働

許
可
証
を
そ
ろ
え
る
と
、
晴
れ
て
合
法

的
な
労
働
者
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
陸
路
で
各
国
と
八

〇
〇
〜
一
八
〇
〇
キ
ロ
も
の
国
境
線
を

接
す
る
隣
国
か
ら
の
越
境
を
す
べ
て
管

理
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
ボ

ー
ダ
ー
パ
ス
の
よ
う
に
期
間
や
地
域
の

コ
ク
郊
外
も
し
く
は
東
部
沿
岸
地
域
が

上
位
を
占
め
る
。
そ
の
な
か
か
ら
、
労

働
許
可
証
・
滞
在
許
可
証
を
所
持
し
て

い
な
い
、
も
し
く
は
所
持
し
て
い
た
が

期
限
が
切
れ
て
い
る
人
び
と
が
摘
発
を

恐
れ
て
帰
国
し
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｏ
Ｍ

が
帰
国
者
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

強
制
退
去
の
対
象
と
な
る
べ
き
人
た
ち

だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
必
要
書
類

を
所
持
し
て
い
て
も
な
お
不
安
に
か
ら

れ
て
帰
国
を
選
ん
だ
人
も
約
二
割
含
ま

に
向
か
っ
た
。
筆
者
が
見
聞
き
し
た
限

り
で
は
、
罰
金
等
の
名
目
で
三
〇
〇
バ

ー
ツ
程
度
の
徴
収
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
帰
国
途
中
で
ブ
ロ

ー
カ
ー
に
だ
ま
さ
れ
た
り
、
警
察
に
賄

賂
を
要
求
さ
れ
る
な
ど
し
て
五
〇
〇
〜

二
〇
〇
〇
バ
ー
ツ
を
徴
収
さ
れ
た
帰
国

者
の
体
験
談
も
紹
介
さ
れ
た
。

大
量
帰
国
が
始
ま
っ
た
六
月
初
旬
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
労
働
者
を
送
還
す
る
際

の
、
タ
イ
警
察
ら
の
労
働
者
の
扱

い
が
「
非
人
道
的
で
は
な
い
か
」

と
い
う
批
判
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
か

ら
あ
が
っ
た
。
筆
者
が
ア
ラ
ン
ヤ

プ
ラ
テ
ー
ト･

ポ
イ
ペ
ト
国
境
地

域
を
訪
問
す
る
機
会
を
え
た
六
月

末
は
、
す
で
に
労
働
者
の
数
も
少

な
く
な
っ
て
い
た
こ
ろ
で
あ
っ
た

が
、
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ
テ
ー
ト
駅
に

到
着
し
て
ポ
イ
ペ
ト
国
境
ま
で
の

移
送
を
待
つ
人
び
と
に
は
、
タ
イ

当
局
か
ら
軽
食
と
飲
み
物
が
配
ら

れ
る
な
ど
、
初
期
の
批
判
を
受
け

人
道
的
な
配
慮
を
し
よ
う
と
し
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

ど
う
い
う
人
た
ち
が
帰
国
を
し

た
の
か
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
労
働

者
が
多
く
働
く
業
種
は
、
建
設

業
、
農
業
、
漁
業
で
あ
る
（
表
１
）。

多
く
働
く
地
域
と
し
て
は
、
バ
ン

に
は
一
日
四

万
人
を
超
え

る
人
た
ち
が

最
大
の
国
境

ゲ
ー
ト
で
あ

る
ア
ラ
ン
ヤ

プ
ラ
テ
ー
ト

（
タ
イ
・
サ

ケ
ー
オ
県
）

か
ら
出
国
し

た
こ
と
を
受
け
、
事
態
が
異
常
で
あ
る

こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
国

際
移
住
機
関
（
Ｉ
Ｏ
Ｍ
）
の
調
査
に
よ

る
と
、
六
月
の
一
カ
月
間
に
、
こ
の
国

境
ゲ
ー
ト
か
ら
二
〇
万
人
以
上
が
出
国

し
、
ほ
か
の
ゲ
ー
ト
か
ら
の
出
国
者
数

を
加
え
る
と
、
二
五
万
人
程
度
が
出
国

し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

バ
ン
コ
ク
か
ら
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ
テ
ー

ト
へ
鉄
道
を
利
用
し
て
移
動
し
た
労
働

者
た
ち
に
つ
い
て
は
、
車
内
で
名
前
と

拇
印
を
書
類
に
残
し
た
う
え
で
、
滞
在

許
可
等
の
な
い
人
に
つ
い
て
は
罰
金
を

支
払
い
、
国
境
ゲ
ー
ト
ま
で
五
キ
ロ
の

地
点
に
あ
る
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ
テ
ー
ト
駅

に
て
再
び
点
呼
を
と
っ
た
あ
と
、
タ
イ

の
警
察
車
両
に
載
せ
ら
れ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
側
の
ポ
イ
ペ
ト
（
バ
ン
テ
ア
イ
ミ
ア

ン
チ
ェ
イ
州
）
に
移
送
さ
れ
た
。
ポ
イ

ペ
ト
か
ら
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
が
用

意
し
た
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
換
え
て
各
州

（出所）IOM. Thailand Migration Report 2011.

総数 男性 女性
建設 32,465 21,502 10,963
農業 24,085 15,141 8,944
漁業 14,969 13,208 1,761
農産加工 6,635 3,930 2,705
家事 6,578 1,422 5,156
水産加工 6,020 3,044 2,976
その他 34,009 20,698 13,311
合計 124,761 78,945 45,816

表１　カンボジア人労働者産業別人口（2009）

移民労働者法制度に関する主要な出来事
1990年代 1992 年に一部の県でミャンマー人労働者に労働許可証を発給しはじめ、1996 年にラオス人、

カンボジア人も対象となる。2002 年までに全県での CLM労働者に労働許可を与える仕組
みが整う。

2002年 タイ・ラオス間の労働者雇用に関する二国間覚書締結。
2003年 タイ国家安全保障評議会、外国人労働者政策指示発表。

タイ ･カンボジア間／タイ・ミャンマー間の労働者雇用に関する二国間覚書締結。
2005年 タイ政府の大規模摘発で 226500 人が強制退去。
2006年 カンボジア人・ラオス人労働者の国籍証明手続きおよび覚書経由の労働者受け入れ始まる。
2008年 ミャンマー人労働者の国籍証明手続きおよび覚書経由の労働者受け入れ始まる。

2008 年外国人就労法公布（2010 年 2 月施行）
2009年 5 月閣議決定により国籍証明手続き対象者が未登録者・労働許可不所持の労働者にも拡大

される。
2010年 国籍証明手続き当初の締切日（2月）が 2012 年 2 月に延長される。
2011年 労働者の新規登録受付実施（夏）。洪水被害で工場が閉鎖され、多くの労働者が自発的に帰

国（10 ～ 11 月）。
2012年 国籍証明手続きが 2月、6月、12 月へと再三延長される。
2013年 再び労働者の新規登録実施（2～ 4月）。国籍証明手続きは 8月まで延長される。
2014年 国籍証明手続きが 8月まで延長されていたところ、6月のカンボジア人労働者の「大脱出」

が起きる。ワン・ストップ・サービス・センター等を設置。

表 2　タイの CLM出身労働者法制度に関する主要な出来事

（出所）参考文献①などから筆者作成。
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限
定
さ
れ
た
資
格
で
入
国
し
た
ま
ま
、

資
格
を
越
え
て
働
き
続
け
る
者
も
少
な

く
な
い
。

一
九
九
〇
年
代
か
ら
増
え
て
き
た
Ｃ

Ｌ
Ｍ
出
身
の
労
働
者
に
対
し
て
、
タ
イ

政
府
は
、
と
き
ど
き
の
閣
議
決
定
に
よ

り
、
入
国
管
理
法
上
は
不
法
滞
在
で
あ

っ
て
も
労
働
許
可
証
を
与
え
る
こ
と
で

国
内
の
労
働
者
不
足
（
特
に
タ
イ
人
が

や
り
た
が
ら
な
い
低
賃
金
・
非
熟
練
労

働
）
に
対
処
し
て
き
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
外
国
人

労
働
者
政
策
指
示
（
二
〇
〇
三
年
）、
Ｃ

Ｌ
Ｍ
各
国
と
締
結
し
た
二
国
間
覚
書

（
二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
三
年
）、
外
国
人

労
働
者
就
労
法
（
二
〇
〇
八
年
）
に
よ

り
、
以
下
の
方
法
で
労
働
者
の
管
理
を

目
指
す
よ
う
に
な
る
。
①
二
〇
〇
二
年

以
降
Ｃ
Ｌ
Ｍ
各
国
と
締
結
し
た
覚
書
に

則
り
、
登
録
さ
れ
た
派
遣
業
者
を
経
由

し
て
、
タ
イ
で
必
要
と
さ
れ
る
求
人
情

報
に
基
づ
い
て
入
国
・
就
労
す
る
合
法

労
働
者
の
受
け
入
れ
を
始
め
た
。
②
こ

れ
ま
で
不
法
滞
在
で
あ
り
な
が
ら
、
事

後
的
に
労
働
許
可
証
を
得
て
就
労
を
認

め
ら
れ
て
き
た
中
途
半
端
な
存
在
で
あ

る
「
半
合
法
」
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

Ｃ
Ｌ
Ｍ
各
国
政
府
と
の
合
意
に
基
づ
き

二
〇
〇
六
年
か
ら
国
籍
証
明
手
続
き
を

行
い
、「
合
法
化
」
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ラ
オ
ス
に
つ
い
て
は
タ
イ
国
内
に
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
は
タ
イ
と
の
国

境
地
域
を
含
む
ミ
ャ
ン
マ
ー
領
内
に
て
、

国
籍
証
明
の
手
続
き
を
行
い
、
各
労
働

者
が
出
身
国
の
国
民
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
発
行
す
る
渡
航
文
書
を
受
け
取
っ

た
う
え
で
、
タ
イ
入
国
管
理
局
か
ら
正

式
な
滞
在
許
可
証
（
査
証
）
を
取
得
し
、

労
働
省
か
ら
の
労
働
許
可
証
を
受
け
取

る
こ
と
で
合
法
労
働
者
と
し
た
。
そ
し

て
①
、
②
の
い
ず
れ
で
も
な
い
人
々
は

違
法
労
働
者
と
し
て
強
制
退
去
の
対
象

と
な
っ
た
。

国
籍
証
明
手
続
き
で
は
、
二
〇
一
二

年
一
二
月
ま
で
に
一
三
三
万
人
（
カ
ン

ボ
ジ
ア
人
一
一
万
七
〇
〇
〇
人
）
の
労

働
者
が
合
法
化
さ
れ
た
が
、
手
続
き
の

遅
れ
か
ら
何
度
か
期
限
が
延
長
さ
れ
、

「
最
終
締
め
切
り
」
と
さ
れ
た
二
〇
一

二
年
一
二
月
の
時
点
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

人
は
一
六
万
人
、
ラ
オ
ス
人
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
は
計
三
二
万
五
〇
〇
〇
人
が
手

続
き
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の

後
も
再
三
「
締
め
切
り
」
を
延
長
す
る

措
置
が
と
ら
れ
続
け
た
。
そ
の
間
に
も
、

こ
れ
ま
で
手
続
き
を
済
ま
せ
た
人
た
ち

の
許
可
証
の
期
限
が
切
れ
た
り
、
い
っ

た
ん
合
法
化
し
た
人
た
ち
を
合
法
な
状

態
で
把
握
し
続
け
る
こ
と
、
合
法
な
ま

ま
帰
国
ま
で
見
届
け
る
こ
と
の
困
難
さ

に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
人
労
働
者
だ
け
で
も
、
平
常
時
、

毎
月
数
千
人
レ
ベ
ル
で
の
強
制
退
去
が

行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
覚
書
に
基
づ

く
労
働
者
の
派
遣
は
、
二
〇
一
四
年
六

月
の
時
点
で
二
七
万
人
（
カ
ン
ボ
ジ
ア

人
は
九
万
九
〇
〇
〇
人
）
行
わ
れ
た

が
、
費
用
が
高
い
こ
と
、
手
続
き
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
限
定
的
な
利

用
、
た
と
え
ば
、
比
較
的
規
模
の
大
き

な
工
場
が
ま
と
め
て
採
用
を
す
る
よ
う

な
場
合
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
。
た
だ

し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は
、
覚
書
経
由
の

派
遣
を
推
進
し
た
結
果
な
の
か
、
労
働

者
自
身
が
人
身
取
引
か
ら
身
を
守
ろ
う

と
し
た
結
果
な
の
か
、
覚
書
経
由
で
の

派
遣
を
選
ん
で
い
る
人
の
割
合
が
他
二

国
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

●
タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
―
根
強
い

不
信
感
―

タ
イ
で
は
、
外
国
人
労
働
者
が
国
内

政
治
問
題
に
動
員
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
疑
念
の
目
が
む
け
ら
れ

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
彼
ら
へ
の

不
信
感
が
一
定
程
度
存
在
し
て
き
た
こ

と
は
事
実
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、

二
〇
〇
九
年
ご
ろ
の
タ
ク
シ
ン
派
の
反

独
裁
民
主
戦
線
（
Ｕ
Ｄ
Ｄ
）
の
集
会
に

は
外
国
人
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
以
外
に
も

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
や
ラ
オ
ス
人
）
が
大
量

に
動
員
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

疑
念
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
集
会
の
会
場
入
り
口

で
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
提
示
を
求
め
実
際
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
外
国
人
は
含
ま
れ

な
か
っ
た
と
い
う
（
参
考
文
献
②
）。

二
〇
一
四
年
六
月
の
大
量
帰
国
事
件

の
際
に
、
外
国
人
の
な
か
で
も
と
く
に

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
」
に
焦
点
が
あ
た
っ

た
理
由
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
タ
ク
シ
ン

派
の
近
し
い
関
係
へ
の
疑
念
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
フ
ン
・
セ
ン
首
相
は
、
二
〇

〇
六
年
の
ク
ー
デ
タ
後
に
国
を
追
わ
れ

た
タ
ク
シ
ン
氏
を
首
相
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
迎
え
た
り
、
同
氏
の
支
持
者
を
プ
ノ

ン
ペ
ン
に
招
い
て
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
行

う
な
ど
、
タ
イ
の
国
内
政
治
を
刺
激
す

る
行
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
タ
イ
で

は
、
二
〇
一
三
年
秋
以
降
に
活
発
と
な

っ
た
反
タ
ク
シ
ン
派
に
よ
る
民
主
改
革

委
員
会
（
Ｐ
Ｒ
Ｄ
Ｃ
）
の
デ
モ
を
撹
乱

さ
せ
る
た
め
に
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら

武
器
な
ど
が
運
び
込
ま
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
疑
惑
は
繰
り
返
し

指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ク
ー
デ
タ
後

は
、「
タ
ク
シ
ン
派
の
活
動
家
ら
が
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
逃
亡
し
か
く
ま
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」「
反
ク
ー
デ
タ
組

織
の
首
謀
者
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
噂
も
し
ば
し
ば

聞
か
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

政
府
は
彼
ら
の
入
国
や
国
内
で
の
活
動
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タイの外国人労働者管理政策 ―カンボジア人労働者の「大脱出」とその対応―

を
否
定
し
て
い
る
が
、
真
相
は
不
明
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
レ
ベ
ル
で
の
不

信
感
が
募
る
な
か
、「
外
国
人
」
の
な

か
で
も
と
く
に
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
」
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
て
い
る
と
労
働
者

自
身
が
感
じ
と
り
、
帰
国
を
急
い
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

労
働
者
の
大
量
帰
国
事
件
を
受
け
て
、

七
月
一
日
に
タ
イ
の
シ
ハ
サ
ッ
ク
外
相

代
行
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
二
国
間

の
友
好
関
係
の
確
認
を
急
い
だ
。
会
談

後
、
タ
イ
で
逮
捕
・
拘
束
さ
れ
て
い
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
労
働
者
一
四
名
の
釈
放

と
引
き
換
え
に
、
二
〇
一
〇
年
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
国
境
に
て
ス
パ
イ
罪
の
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
、
有
罪
判
決
を
受
け
プ
ノ
ン

ペ
ン
で
服
役
を
続
け
て
き
た
タ
イ
の
活

動
家
ウ
ィ
ー
ラ
氏
に
、
国
王
恩
赦
が
付

与
さ
れ
帰
国
が
許
さ
れ
た
。
そ
の
後
も

七
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
テ
ィ
ア
・
バ
ニ

ュ
国
防
大
臣
が
タ
イ
を
訪
問
す
る
な
ど
、

要
人
が
頻
繁
に
対
話
を
繰
り
返
し
て
お

り
、
慎
重
に
二
国
間
関
係
を
築
い
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
現
実
的
な
対
応
と
し

て
、
帰
国
者
へ
の
対
処
（
後
述
）
を
速

や
か
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
対
立

よ
り
も
協
調
を
し
て
い
く
こ
と
が
最
善

で
あ
る
と
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
一
年
に
両
国
が
対

立
を
深
め
た
主
因
と
な
っ
て
き
た
プ
レ

ア
ビ
ヒ
ア
国
境
問
題
も
二
〇
一
三
年
一

一
月
の
国
際
司
法
裁
判
所
判
決
を
も
っ

て
一
段
落
を
み
せ
て
い
た
こ
と
も
こ
の

背
景
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

●
す
ば
や
か
っ
た
両
国
の
対
応

①
カ
ン
ボ
ジ
ア

帰
国
し
た
労
働
者
た
ち
に
対
し
て
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応

が
取
ら
れ
た
の
か
。
ひ
と
ま
ず
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
政
府
は
大
量
に
帰
国
す
る
労
働

者
た
ち
に
対
し
て
、
一
四
〇
台
も
の
大

型
ト
ラ
ッ
ク
を
国
境
地
域
に
派
遣
し
、

政
府
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
一

日
一
〜
四
万
人
も
の
人
び
と
を
故
郷
に

送
り
届
け
続
け
、
混
乱
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

帰
国
し
た
労
働
者
に
は
、
国
内
で
の

雇
用
先
を
紹
介
す
る
か
、
円
滑
に
タ
イ

に
帰
還
で
き
る
よ
う
な
手
段
を
整
え
る

こ
と
で
、
人
び
と
の
生
計
手
段
が
た
た

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
。
国
内

の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
労
働
・
職
業
訓

練
省
下
の
国
家
雇
用
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
、

二
〇
〇
九
年
設
立
）
が
、
民
間
企
業
か

ら
の
協
力
を
得
つ
つ
国
内
各
地
の
雇
用

情
報
の
提
供
に
努
め
た
。
し
か
し
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
最
大
産
業
で
あ
る
縫
製
・

製
靴
業
で
あ
っ
て
も
五
〇
〜
六
〇
万
人

規
模
で
あ
り
、
突
如
と
し
て
現
れ
た
二

五
万
人
に
即
座
に
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
雇

②
タ
イ

タ
イ
で
は
、
外
国
人
労
働
者
・
人
身

取
引
問
題
解
決
に
お
け
る
臨
時
措
置

（
布
告
七
〇
号
、
六
月
二
五
日
付
）
を

発
表
し
、
同
布
告
一
、
二
項
に
基
づ
き
、

六
月
二
六
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
に
近

い
四
県
（
サ
ケ
ー
オ
、
チ
ャ
ン
タ
ブ
リ
、

ト
ラ
ー
ト
、
ス
リ
ン
）
に
カ
ン
ボ
ジ
ア

労
働
者
帰
還
調
整
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
を

設
置
し
、
出
頭
し
て
き
た
カ
ン
ボ
ジ
ア

人
た
ち
に
対
し
て
一
時
的
な
滞
在
許
可

を
与
え
、
前
の
雇
用
者
と
の
再
会
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
。
そ
し
て
、
同
布
告
四
項

に
よ
り
、
六
月
三
〇
日
に
は
ま
ず
サ
ム

ッ
ト
サ
コ
ー
ン
に
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
・

サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

を
設
置
し
、
す
べ
て
の
Ｃ
Ｌ
Ｍ
出
身
労

働
者
に
対
し
て
暫
定
労
働
許
可
証
を
発

行
し
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
そ
の
後
全
県
へ

と
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
手
続
き
の
後
、
国
籍
証
明
を
終
了
さ

せ
て
、
正
式
な
滞
在
許
可
と
労
働
許
可

証
を
整
え
る
、
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く

っ
た
。
こ
の
臨
時
措
置
で
は
、
二
〇
一

五
年
三
月
ま
で
に
手
続
き
を
終
了
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
制
度

を
利
用
す
れ
ば
、
安
価
に
必
要
書
類
を

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
（
表

３
）、
多
く
の
労
働
者
た
ち
は
こ
れ
を

歓
迎
し
た
。
設
立
か
ら
二
カ
月
強
の
あ

い
だ
に
、
一
〇
〇
万
人
近
い
労
働
者
が

用
を
提
供
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

労
働
者
自
身
も
、
可
能
で
あ
れ
ば
カ

ン
ボ
ジ
ア
よ
り
も
賃
金
水
準
の
高
い
タ

イ
で
再
び
働
き
た
い
と
考
え
て
お
り
⑴
、

タ
イ
の
雇
用
主
側
も
か
ね
て
よ
り
人
手

不
足
の
お
り
、
突
如
い
な
く
な
っ
た
労

働
者
の
不
足
分
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
労
働
者
の
早

期
帰
還
を
望
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
タ
イ

で
の
就
労
を
希
望
す
る
人
た
ち
に
対
し

て
、
彼
ら
が
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
パ
ス
ポ
ー
ト
価

格
を
一
二
四
ド
ル
か
ら
四
ド
ル
へ
と
大

幅
に
値
下
げ
し
、
必
要
な
経
費
も
総
額

四
九
ド
ル
に
抑
え
る
新
制
度
を
発
表
し

た
（
六
月
二
〇
日
付
）。
さ
ら
に
、
手

続
き
に
要
す
る
日
数
も
、
従
来
は
数
カ

月
以
上
か
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
〇

日
間
に
短
縮
し
た
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発

行
が
で
き
る
場
所
に
つ
い
て
も
、
以
前

は
プ
ノ
ン
ペ
ン
と
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
だ
け

で
あ
っ
た
が
、
ポ
イ
ペ
ト
、
オ
ー
ス
マ

ッ
チ
（
オ
ッ
ド
ー
ミ
ア
ン
チ
ェ
イ
州
）、

パ
イ
リ
ン
（
パ
イ
リ
ン
州
）、
チ
ャ
ム

ジ
ア
ム
（
コ
ッ
コ
ン
州
）
の
四
カ
所
で

の
発
行
を
可
能
と
し
た
。
な
お
、
こ
こ

で
取
得
さ
れ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
タ
イ

で
の
就
労
の
た
め
だ
け
の
パ
ス
ポ
ー
ト

で
あ
り
、
申
請
に
は
雇
用
主
と
の
契
約

が
前
提
と
さ
れ
る
。
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Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
利
用
し
、
登
録
を
済
ま
せ

た
と
い
う
（
表
４
）。
こ
の
う
ち
カ
ン

ボ
ジ
ア
人
は
、
す
で
に
四
〇
万
人
を
超

え
て
い
る
。

臨
時
措
置
は
多
く
の
登
録
者
を
集
め

て
い
る
が
、
こ
の
手
続
き
で
得
ら
れ
る

の
は
二
〇
一
五
年
三
月
末
を
期
限
と
し

た
暫
定
的
な
許
可
証
で
し
か
な
い
。
労

働
者
た
ち
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
で
の
手
続
き

を
終
え
た
あ
と
、
国
籍
証
明
を
し
て
、

正
規
の
滞
在
許
可
証
・
労
働
許
可
証
に

切
り
替
え
る
必
要
が
あ
り
、
一
〇
月
以

降
国
籍
証
明
の
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月
の
時
点
で
は
、

期
限
ま
で
に
手
続
き
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
考
え
ら

れ
て
お
ら
ず
、
過
去
の
国
籍
証
明
で
の

合
法
化
手
続
き
の
期
限
が
何
度
と
な
く

延
長
さ
れ
た
事
態
と
同
じ
よ
う
に
期
限

の
延
長
が
繰
り
返
さ
れ
た
り
、
雇
用
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
柔
軟
な
運
用
が
な
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
手
続
き
が
あ
ま
り
に
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
た
め
に
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
側
で
手
間
隙
か
け
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を

入
手
す
る
必
要
が
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
人
び
と
が
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な

し
に
入
国
し
て
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
向
か
う
ケ

ー
ス
も
出
て
お
り
、
本
来
救
済

措
置
に
過
ぎ
な
い
は
ず
の
Ｏ
Ｓ

Ｓ
Ｃ
の
役
割
が
本
末
転
倒
と
な

っ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。

●
む
す
び

二
五
万
人
の
大
量
帰
国
と
い

う
異
常
事
態
に
対
し
て
、
最
終

的
に
両
国
は
可
能
な
限
り
迅
速

な
対
応
を
と
り
、
人
数
が
大
き

か
っ
た
割
に
は
混
乱
は
最
小
限

に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
そ
の
後
の
帰
還
も
短
期

間
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。

い
っ
た
ん
多
く
の
タ
イ
国
内
の

不
法
滞
在
者
を
国
外
に
出
し
て
、

多
く
の
人
た
ち
を
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に

向
か
わ
せ
た
こ
と
は
、
タ
イ
の
外
国
人

労
働
者
の
管
理
を
強
化
し
た
い
と
思
う

人
た
ち
に
と
っ
て
は
、一
定
程
度
の「
成

功
」
と
評
価
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
労
働
者
の
み
が

こ
と
さ
ら
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
る
か

た
ち
で
起
き
た
こ
と
は
、
今
後
、
労
働

者
が
不
要
に
な
っ
た
と
き
、
容
易
に
排

斥
の
よ
う
な
事
態
が
お
き
か
ね
な
い
危

う
さ
が
あ
る
こ
と
も
露
わ
に
し
た
。
今

回
の
混
乱
が
一
時
的
な
も
の
で
終
え
ら

れ
た
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
幸
運
で
あ
っ

た
と
し
か
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

外
国
人
労
働
者
の
管
理
へ
の
取
り
組

み
に
加
え
、
タ
イ
政
府
は
国
境
地
域
の

タ
イ
領
域
内
に
経
済
特
区
を
設
立
し
て
、

隣
国
か
ら
の
労
働
者
が
ボ
ー
ダ
ー
パ
ス

で
越
境
し
て
働
き
に
く
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
つ
つ
、
国
境
地
域
よ
り
も

内
部
に
入
っ
て
こ
な
い
方
法
を
さ
ぐ
っ

て
い
る
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
で

は
、
引
き
続
き
国
内
で
の
雇
用
創
出
を

優
先
課
題
と
し
て
の
産
業
開
発
へ
の
取

り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
よ
り
多

く
の
人
び
と
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
制

度
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
、
国
家
間
の

信
頼
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
で
、
人
び

と
が
働
き
た
い
場
所
で
働
け
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

多
方
面
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

（
は
つ
か
の　

な
お
み
／
ジ
ェ
ト
ロ　

バ

ン
コ
ク
事
務
所
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）

《
注
》

⑴
タ
イ
で
は
最
低
賃
金
日
額
三
〇
〇
バ

ー
ツ
（
約
一
〇
ド
ル
）
が
基
本
で
あ

り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
縫
製
・
製
靴

業
の
最
低
賃
金
月
額
一
〇
〇
ド
ル
が

基
本
の
賃
金
水
準
で
あ
る
。
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（出所）表 3と同じ。　

総登録者数
労働者 家族 合計

ミャンマー 366,727 25,806 392,533
カンボジア 401,758 23,517 425,275
ラオス 149,541  6,971 156,512
合計 918,026 56,294 974,320

表 4 　OSSC を利用して登録を行った国別労働者数
　　    （2014 年 6月 26 日～ 9月 1日）

労働者（本人） 扶養家族（7－15歳） 扶養家族（7歳未満）
登録費用＊ 80 20 20
労働許可証 900 - -
健康診断 500 500 -
健康保険（1年） 1,600 1,600 365
合計 3,080 2,120 385

表 3 　OSSC での手続き費用（単位：バーツ）

（注）＊ 登録すると、暫定 IDカードが支給される。
（出所）IOM. Migrant Information Note Issue #24- August 2014.　


